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　 1． 自然治癒した左横静脈洞 -S状静脈洞部硬膜動静
脈瘻の 1例
鈴木浩二，相川光広，古口徳雄
（千葉県救急医療センター）
宮田昭宏　（同・脳神経外科）
　61歳女性，ステロイド治療施行後に軽度の意識障害，
失語を生じMRIで左横静脈洞 -S状静脈洞血栓症と診断
した。血行動態精査のために施行した血管撮影で深部
静脈へ逆流を伴う左横静脈洞 -S状静脈洞部硬膜動静脈
瘻（Borden typeⅢ， Lalwanii gradeⅣ）を認め治療を
予定したが自然治癒した。MRIでは硬膜動静脈瘻を示
唆する所見に乏しく初診時に硬膜動静脈瘻を疑うこと
は困難であった。
　 2． 脳実質病変を認めず診断に苦慮した脳静脈洞血
栓症の31歳女性例
水地智基，金井哲也，米津禎宏
吉川由利子　　（成田赤十字）
　亜急性の経過で頭痛が出現，緩徐に増悪した31歳女
性。当初は神経診察および画像所見で異常はみられな
かったが，経時的変化でクモ膜下出血や硬膜下血腫を
疑わせる所見が出現した。脳血管撮影で上矢状静脈同
の閉塞を認め，脳静脈同血栓症の診断に至り抗凝固療
法を開始し，臨床症状が改善された。本症例では脳実
質外の出血を認めたのみで，脳実質病変を伴わなかっ
た点が特徴的と考えられたため，文献的考察を交えて
報告する。
　 3． アルテプラーゼ投与後に心破裂を発症した88歳
女性
橋本憲一郎，松田信二，赤荻悠一
小島一歩，本間甲一　　　　　　
（千葉県循環器病センター）
藤川　厚，石毛　聡，町田利生　
小野純一　　（同・脳神経外科）
　経静脈的血栓溶解療法では症状の劇的な改善が期待
されるが，時に出血性合併症を伴うことがある。アル
テプラーゼの添付文書には0.2％で心破裂があると記載
されているが，その症例報告は少ない。超急性期脳梗
塞でアルテプラーゼ投与後に，比較的希な心破裂の合
併症を経験したため文献的考察を加えて報告する。
　 4． 偽性外転神経麻痺を呈した脳底動脈先端症候群
の 1例
大谷龍平，藤沼好克，片桐　明
八木下敏志行　　（君津中央）
　脳底動脈先端症候群は脳底動脈遠位部の閉塞によ
り，後大脳動脈や後交通動脈領域の多彩な神経症状を
呈する。症例は，急性期に変動する意識障害と交代性
の一過性片麻痺を認めた52歳男性。正面視にて両側内
転位，左右側方注視にて両側外転制限を認め，単眼視
にて外転制限の改善がみられた。頭部MRIでは右視床
傍正中部の急性期梗塞を認めた。視床傍正中部梗塞に
おける眼球運動障害に関して，過去報告例と比較して
考察した。
　 5． POEMS症候群の経過中に無症候性内頚動脈狭
窄を来した44歳男性例
仲野義和，三津間さつき，三澤園子
島田潤一郎，杉山淳比古，鵜沢顕之
桑原　聡　　　　　　　　（千大）
　POEMS症候群は，形質細胞の単クローン性増殖と
血管内皮増殖因子（VEGF）の高値を基盤として，多
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彩な症状を呈する全身性疾患であるが，その病態に不
明の点は多い。VEGFは全身の血管系に影響を及ぼす
ため，脳血管障害を合併しても不思議ではないが，そ
の両者の関係も明らかにされていない。今回，POEMS
症候群の経過中に無症候性内頚動脈狭窄を来した44歳
男性例を経験したため，当科におけるPOEMS症候群
患者の検討と文献的考察を踏まえて報告する。
　 6． クリプトコッカス髄膜炎治療中に正常圧水頭症
を来たし脳室腹腔シャントにより改善した61歳
女性
和田　猛，青墳章代（千葉市立青葉）
難波有輝子，山本恭平　（同・内科）
相川光広（千葉県救急医療センター）
村井尚之　　　（千大・脳神経外科）
　クリプトコッカス髄膜炎では，くも膜下腔での炎症
性線維性物質の貯留により髄液灌流障害を起こし，正
常圧水頭症を来す事がある。今回われわれは，自己
免疫性肝炎でステロイド内服中に，クリプトコッカ
ス髄膜炎を発症し，治療中に水頭症を続発し，脳室腹
腔シャントにより改善した症例を経験したので紹介す
る。
　 7． 単純ヘルペス脳炎後に不安の亢進を認めた63歳
女性例
櫻井　透，石田琢人，古本英晴
（国立千葉医療センター）
　単純ヘルペス脳炎を発症した63歳女性。頭部MRIで
は右側頭葉内側面から外側面，島皮質にかけ浮腫性病
変を認めた。ヘルペス脳炎はその後遺症として記憶障
害や易怒性，感情鈍麻などが知られ，また島皮質障害
では不安感の減弱が出現すると言われている。本症例
は退院後，男勝りであった性格が柔和なものへと変化
し，またハンガーにかかった洋服に対する不安感など
が出現した。この特殊な不安障害について病状の解釈
及び文献的考察を加え報告する。
　 8． 過去 3年間のプリオン病入院例の臨床的検討
小出瑞穂，磯瀬沙希里，伊藤喜美子
吉山容正，新井公人　　　　　　　
（国立病院機構千葉東）
　2011年以降 3年間のプリオン病入院例22例を検討し
た。内訳は，遺伝性プリオン病ほぼ確実例が 4例，医
原性クロイツフェルト・ヤコブ病（CJD）が 1例，孤
発性（sCJD）が17例（ほぼ確実例 7，疑い例 2，それ
以外 8）。sCJD疑い例にも当てはまらない 8例の特徴
は，進行様式が比較的緩徐でミオクローヌスがない例
が多く，一見他の認知症と区別がつきにくい点であっ
た。全例初期よりMRIの拡散強調画像で異常信号を認
めた。
　 9． MRI拡散強調画像にて硬膜高信号を認めたリウ
マチ因子陽性肥厚性硬膜炎の 1例
石川　愛，小林　誠（旭中央）
　症例は76歳男性。既往にリウマチ因子陽性の間質性
肺炎があり，PSLの内服治療が開始されていた。PSL
減量に伴い，急性の頭痛，発熱，意識障害を発症し入
院となった。髄液検査でリンパ球優位の細胞増加，タ
ンパク，IL6上昇を認め，頭部造影MRIにて硬膜の肥
厚，拡散強調画像で硬膜の高信号を認めた。肥厚性硬
膜炎としてステロイドパルス療法を行い，症候，検査
所見ともに改善した。本例ではリウマチ因子陽性の肥
厚性硬膜炎に拡散強調画像にて硬膜病変の継時的な評
価が有用であったので考察を含め報告する。
　10． 体幹・下肢近位筋の筋力低下に重度の心伝導障
害を合併した抗ミトコンドリア抗体陽性筋炎の
38歳男性例
鈴木陽一，荒木信之，三津間さつき
鵜沢顕之，桑原　聡　　　（千大）
　抗ミトコンドリア抗体は，原発性胆汁性肝硬変
（Primary biliary cirrhosis: PBC）で高率に検出される
が，近年，本抗体陽性筋炎が多発筋炎等とは異なる臨
床像を呈することが報告された。今回我々は，無症候
性PBCに慢性進行性の筋力低下と重度の心伝導障害を
合併し，後に抗ミトコンドリア抗体陽性が判明した38
歳男性例を経験した。ステロイドパルス療法に反応し
たが，洞機能不全が顕在化し恒久的ペースメーカーの
植込みを要した。本疾患について文献的考察を踏まえ
て報告する。
　11． 出血性脳梗塞で発症した特発性血小板減少性紫
斑病の 1例
高谷美成（下都賀総合）
内山智之　　　　　　　
（同／獨協医科大・排泄機能センター）
佐藤一也　　　　　　　
（同・血液内科／自治医科大・血液内科）
　症例は85歳女性。約一ヶ月前に皮下出血しやすいの
に気づいた。就寝中に左不全片麻痺が出現し救急搬送
され，CT，MRIで右中大脳動脈皮質枝領域の出血性梗
塞と診断された。また1,1000/μlと血小板減少を認め，
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各種検査で特発性血小板減少性紫斑病（ITP）と診断
された。脳保護薬とステロイドの投与で神経学的所見，
血小板数ともに改善した。まれに ITPに脳梗塞を伴う
ことが報告されており，その機序につき考察した。
　12． 重症筋無力症に甲状腺眼症を合併し，ステロイ
ドパルスが有効であった13歳女性の 1例
常山篤子，鈴木陽一，枡田大生
氷室圭一，鵜沢顕之，桑原　聡
（千大）
　症例は13歳女性。入院 4ヶ月前より眼瞼下垂が出現。
テンシロンテスト陽性，抗AChR抗体陽性，筋電図所
見よりMGと診断した。甲状腺機能亢進症，甲状腺眼
症を合併しており，メスチノンと経口ステロイドを投
与したが，効果は認めなかった。入院後，ステロイド
パルス療法を施行したところ，症状は著明に改善した。
本症例のようにMGに甲状腺眼症が合併すると，症状
が重複し，診断が困難になることがある。文献的考察
を加えて報告する。
　13．奇妙な文字を書き綴る人がいる ! 2
得丸幸夫（得丸医院）
　昨年の続編として，病的に衝動的書字行為を認めた
3例を報告する。症例 1はパーキンソン症候群の84歳
男性。抗パ剤増量に伴い，発作性に大量の数字のメモ
書きがみられた。症例 2は統合失調症型障害の66歳男
性（昨年発表）。きちんと整理・統一された文字は了解
不能で意味不明。症例 3は自称神通力者の男性。症例
2の字体に酷似した意味不明の手紙を送ってきたが，
同封のワープロメモにより理解できた。症例 1は抗パ
剤の影響が，症例 3から症例 2の文字は，言語新作で
はなく彼なりのくずし字の結果であると考えられた。
　14． 振戦を伴ったCIDPの 1例
小出恭輔，枡田大生，常山篤子　
島田潤一郎，関口　縁，鵜沢顕之
桑原　聡　　　　　　　（千大）
　症例は68歳男性。経過約 3年で両上肢の振戦と四肢
遠位部の感覚障害が進行した。神経伝導検査では重度
の脱髄性ニューロパチーを認め，髄液検査では蛋白細
胞解離を認めた。CIDPと診断し，ステロイドパルス
2クール後内服漸減療法を行った。感覚障害は軽度改
善したが，振戦は改善を認めなかった。本症例の振戦
はCIDPに伴うものとしては経過・症状・治療反応性
ともに非典型的であったため，文献的考察を加えて検
討した。
　15． Diltiazemにより薬剤性パーキンソニズムを呈
した65歳男性例
高橋宏和，金坂俊秀，村上泰生
山田由紀子，北野邦孝　　　　
（松戸神経内科）
　65歳男性。胸痛のため循環器科にて 1年前にDiltiazem 
（Herbesser）30㎎/dayが開始され， 2カ月後60㎎/day
に増量された。その頃から動作緩慢，歩行時つまづき，
寝返りの困難などの症状が出現した。初診時，仮面様顔
貌，四肢筋強剛，前傾姿勢，腕振りの乏しい歩行など
の症状が認められた。薬剤性パーキンソニズムを疑い
diltiazemの中止を要請，中止 6日後から症状は急速に著
明な改善をみた。Diltiazemによる薬剤性パーキンソニ
ズムは稀であり，文献的考察を加えて報告する。
　16． 両側STN-DBS実施後に構音障害が顕著に増悪
した 1症例
岩渕　悠，阿部　翠，宇治百合子　　
吉井佑太，村田　淳　　　　　　　　
（千大・リハビリテーション部）
山中義崇，山本達也（同・神経内科）
樋口佳則　　　　（同・脳神経外科）
　症例は55歳時に左下肢動作緩慢で発症したパーキン
ソン病の65歳男性。DBS前におけるH-Y分類はon時
Ⅱ，off時Ⅴであったが，構音機能はon時，off時とも
に概ね正常範囲であった。DBS後に刺激誘発性の起立
性低血圧，構音障害が出現した。DBS前後で発声持続
時間，呼気持続時間は変わらなかったが，発話速度に
変化がみられた。発語不明瞭が顕著になった。今回は
過去のDBS後に構音障害を呈した症例や音声分析の結
果も踏まえ，考察を行う。
　17． 口蓋振戦を伴う進行性の小脳性運動失調をみと
めた78歳男性例
織田史子，伊藤敬志，福島剛志
小島重幸　　　　（松戸市立）
　77歳時より構音障害を自覚し，約 1年の経過で約
2Hzの律動的な口蓋振戦と失調性歩行が出現した。頭
部MRIで下オリーブ核の仮性肥大，軽度の小脳萎
縮をみとめた。進行性の小脳性運動失調に口蓋振
戦，下オリーブ核の仮性肥大を伴う変性疾患として，
progressive ataxia and palatal tremor （PAPT）とい
う症候群が報告されており，本症例もPAPTが強く示
唆された。本症例とPAPTの既報告例との比較検討を
行なった。
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ルビン酸の上昇を認めず，アンモニア異常高値を認め
た。アミノ酸代謝や脂質代謝に異常はなく，糖原病 5
型や 7型を疑い筋生検を施行した。筋型糖原病の鑑別
について考察する。
　21． 佐倉市の神経内科診療所における認知症診療
大木　剛（みつば脳神経クリニック）
　当診療所は，昨年12月頭部MRIを備え佐倉市に開院
した。開院から10月20日までで，認知症および認知症
疑い受診例は109例にのぼり，アルツハイマー型37例，
血管性27例，レビー小体型 4例，その他認知症12例で
あったが，認知症以外を48例認め，改めて画像検査や
認知機能検査による正確な診断が重要と思われた。ま
た，佐倉市では認知症連携パスを活用したモデル事業
も行っており，パスの利用者も23例にのぼった。
　22． 千葉県認知症連携パス（オレンジ連携シート）
を活用した地域支援体制構築モデル事業
旭　俊臣，木檜　晃，畠山治子
溝渕敬子，柴崎孝二　　　　　
（旭神経内科）
　昨年，本例会において，千葉県認知症連携パスにつ
いて報告したが，本年は千葉県オレンジ連携シートと
改めて県内 4ヶ所で地域支援体制構築モデル事業が行
われている。演者が関わっている松戸市でのモデル事
業について報告する。松戸市では，このモデル事業と
して認知症コーディネーターの養成講座を，10回行っ
て85名を認定した。認知症コーディネーターは救急病
院，精神科病院，リハビリ病院，地域包括支援センター，
ケアマネ事業所，特別養護老人ホーム，グループホー
ムなどに所属している。今後連携シートを活用しなが
ら認知症診療，ケアの連携を図っていく予定である。
　
23． 有痛性眼筋麻痺を呈した海綿静脈洞腫瘍の88歳
男性症例
牧野隆宏，山口美香，新井　洋
（千葉メディカルセンター）
　主訴は右側頭部痛，右開眼困難。両側鼠径リンパ節
の腫大，右眼の瞳孔散大，対光反射鈍麻および全方向
性眼球運動障害を認めた。発症 2週後に右眼視力低下
と左眼球運動障害が加わった。頭部MRIにて海綿静
脈洞のT2低信号，T1等信号，軽度造影される腫瘤が
あり，鼠径リンパ節と骨髄の生検組織像からびまん性
大細胞性B細胞リンパ腫と診断した。CHOP療法を行
い腫瘍縮小，頭痛軽減したが眼球運動障害は改善しな
かった。
　18． ［11C］PBB3 PETによるタウイメージング
島田　斉，丸山将浩，江口洋子　　
木村泰之，山田真希子，髙野晴成　
伊藤　浩，樋口真人，須原哲也　　
（放医研分子イメージング研究センター）
篠遠　仁　　（同／神経内科千葉）
平野成樹，古川彰吾（同／千大院）
　我々はタウイメージング用の新規PETリガンドで
ある［11C］PBB3を開発し，各種認知機能障害患者及び
健常者の脳内タウ蛋白病変の評価を行った。 その結
果，世界に先駆けてAlzheimer病および非Alzheimer
病型タウオパチーにおけるタウ蛋白病変のヒト生態に
おける可視化に成功し，さらに［11C］PBB3の集積が神
経障害と密接に関連することを確認した。本発表では
［11C］PBB3 PETを用いた一連のタウイメージング研究
成果の概要ならびに今後の展望について紹介する。
　19． アミロイド前駆体蛋白遺伝子に新規変異を認め
たアルツハイマー病の 1家系
篠遠　仁　　　（神経内科千葉）
桑野良三　　　　　　　　　　　
（新潟大・脳研究所附属　　　　　
生命科学リソース研究センター）
島田　斉，須原哲也　　　　　　
（放医研分子イメージング研究センター）
平野成樹，古川彰吾（同／千大）
　発端者（女性）は67歳で物忘れが目立つようになり，
71歳時に受診し，軽度認知障害と診断された。［11C］
PIB PETでアミロイド陽性であった。その後 4年の
経過でアルツハイマー型認知症となり，脳内のアミロ
イド沈着も軽度増加し，脳萎縮も進行した。本症例に
は 6人の同胞があり，姉は69歳で認知症を，弟は74歳
で軽度認知障害を発症した。本症例，弟（軽度認知障
害），妹（健常者）においてAPP遺伝子のエキソン12
にLsyn510Asnの変異を認めた。
　20． 運動不耐，高尿酸血症，溶血所見から糖原病 7
型を疑った16歳男性例
小澤由希子，荒木信之，島田潤一郎
鵜沢顕之，桑原　聡　　　（千大）
　症例は16歳男性。定頸は 6ヶ月と遅く運動不耐が
徐々に進行した。痩せ型だが筋萎縮，筋力低下は明ら
かでなかった。顕著な運動不耐，運動後の筋痛を認め，
血液検査ではCK高値，尿酸高値，C-bil高値，HbA1c
異常低値であった。阻血下運動負荷試験にて乳酸・ピ
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　 2． 視神経脊髄炎病態におけるEpstein-Barr virus
の関与
増田冴子（千大院）
　視神経脊髄炎（NMO）では多発性硬化症（MS）と
同様，発症にウイルス感染の関与が想定されているが
それに関する報告は少ない。今回Epstein-Barr virus
（EBV）に注目し，NMO・MS患者のEBV抗体価を測
定することにより，EBVとの関連を検討した。NMO
群で再活性化の指標とされる抗Early Antigen IgG抗
体が有意に上昇しており，NMO患者では慢性的に
EBVの再活性化が起き，それがNMOの病態形成に関
与している可能性が示唆された。
　 3． 少量持続嚥下負荷による重症筋無力症の嚥下評
価法の確立
氷室圭一（千大院）
　重症筋無力症（MG）での嚥下障害の有無は臨床的
に重要である一方，既存のQMGスコアや嚥下造影法
は軽度の嚥下障害を見逃す可能性がある。我々は経鼻
的に挿入した細径チューブからの滅菌蒸留水の連続滴
下による10分間の少量持続嚥下負荷試験を施行し，エ
アフローと表面筋電図を解析する事でMGの新規嚥下
評価法を確立した。本嚥下評価法で軽度の嚥下障害を
見出せる可能性があり，MGの嚥下スクリーニング法
として有用と考えられた。
　 4． 肥満タウオパチーモデルマウスにおいて，持続
的な高レプチン血症はアストロサイトのレプチ
ン受容体発現を増加させ，タウ病理を増強する
古賀俊輔（千大院）
　タウオパチーモデルマウス（PS19）を通常餌摂取群
（SD）と高カロリー餌摂取群（HCD），及び高カロリー
餌を摂食し運動を行う群（HCD＋EX）に分け，病理
学的変化を比較した。HCDマウスは有意な体重増加と
高レプチン血症を呈し，海馬でタウ病理の著明な増強
を認めた。一方，HCD＋EXマウスの体重はHCDマウ
スと同等だが，高レプチン血症を認めず，タウ病理の
増強は見られなかった。肥満により惹起される高レプ
チン血症が，アストロサイトの活性化，レプチン受容
体の感受性亢進，そして炎症性サイトカインの放出を
促し，タウ病理を促進させることが示唆された。
　24． 環椎軸椎に環状転移を来した肝細胞癌によって
髄液減少症を呈したと思われる症例
高木健治，山﨑　薫，菱田良平
新井美緒，野島　逸，小林映仁
（東京医科大・茨城医療センター）
　典型的な起立性頭痛を呈する髄液減少症は神経内科
外来に来院される事は比較的稀と思われるが，今回53
歳男性で基礎疾患に23歳からのB型慢性肝炎，10年経
過の肝硬変，肝細胞癌を持ち，経過三ヶ月の典型的な
起立性頭痛とそれに付随する頚部痛を訴え，頭部CT
では見逃され，頭部MRI検査にて診断がついた環椎軸
椎の環状の広範な転移があり，おそらくそれにより 2
次性の髄液減少症を呈したと思われる症例を経験した
のでこれを報告する。
　25． 糖尿病の急激な増悪が発症に関与したと考えら
れた橋中心髄鞘崩壊症の61歳女性例
中川陽子，網野　寛，平賀陽之
小河原一恵，上司郁男　　　　
（千葉労災）
　橋中心髄鞘崩壊症の61歳女性例を提示する。低Na
血症の病歴がなく糖尿病の急激な増悪による浸透圧変
化が発症に関与したと考えられたことと，発症早期で
のMRI異常が軽微であったことが特徴であった。
【大学院終了報告】
　 1． レチノールパルミチン酸エステル（ビタミンA）
は一過性脳虚血マウスにおいて海馬虚血性変化
を抑制する
島田潤一郎（千大院）
　脳梗塞新規治療薬の探索は高齢化社会において重要
な課題である。近年脳虚血の動物実験において，ビタ
ミンA関連物質が虚血病巣を縮小したとの報告が散見
される。今回，ビタミンA既存薬剤（レチノールパル
ミチン酸エステル : チョコラAⓇ）の脳虚血性変化軽
減作用の有無を20分間両側総頸動脈遮断マウスで検討
し，海馬CA1領域の虚血性変化は同薬剤投与群におい
て対照群と比べ有意に軽減することを見出した。同薬
剤はすでに他疾患への投与で安全性が確立しており，
脳梗塞治療における新規薬剤となる可能性がある。
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【特別講演】
NMO update: 免疫病態を中心に
鵜沢顕之（千大院）
　視神経脊髄炎（neuromyelitis optica: NMO）は視神
経と脊髄を中心に，自己免疫機序により炎症を生じる
疾患で，長年，多発性硬化症との異同が議論されてき
た。2004年にNMO-IgG（抗アクアポリン 4［AQP4］
抗体）が発見されて以後，両疾患は異なる疾患と考え
られるようになり，NMOについての研究が飛躍的に
なされている。当科でのこれまでの研究成果を中心に
NMOの疾患概念，免疫病態，臨床，治療などについ
て概説し，最近の研究についても紹介する。
